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本資料について

本資料はWebPerformer-NXにおける画面開発例を解説する資料であり
「画面開発例」と「現機能におけるUI部品」を解説しています。

「画面開発例」については、各主要項目で使用したUI部品を記述しておりますので
近いイメージの画面を開発する際に、利用することになるUI部品群のご参考としてください。

「現機能におけるUI部品」では現在の画面に配置するオブジェクトを一括で表示しました。
用意されているUI部品のイメージの把握にご利用ください。

 前提
• 各UI部品の詳細はマニュアルを参照ください
• 本資料の画面イメージについては、変更する可能性がございます。
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WebPerformer-NXによる画面開発例
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①ＭＡＰ機能を利用した画面開発例（PC）

《コーポレートサイトアプリケーション》
画像表示
（「表示：イメージ」を利用）

画像表示（複数）
（「表示：イメージ」を複数利用）

地図表示
（「表示：マップ」を利用）

リンク表示
（「表示：リンク」を利用）

固定文字列表示
（「表示：タイポグラフィー」を利用）

指定領域への表現
（「表示：リッチテキスト」を複数利用）

リスト表示
（「ナビゲーション：パンくずリスト」を利用）
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②ＭＡＰ機能を利用した画面開発例（モバイル）

《アクセス表示アプリケーション》

画像表示
（「表示：イメージ」を利用）

地図表示
（「表示：マップ」を利用）

バー表示
（「ナビゲーション：アプリバー」を利用）
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③グラフ・スプレッドシート機能を利用した画面開発例

《集計データ表示アプリケーション》

グラフ表示
（「チャート：ラインチャート」を利用）

スプレッドシート
（「入力：スプレッドシート」を利用）

バー表示
（「ナビゲーション：アプリバー」を利用）

グラフ表示
（「チャート：パイチャート」を利用）

グラフ表示
（「チャート：バーチャート」を利用）
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④イメージを利用した画面開発例

《EC向けアプリケーション》

画像表示
（「表示：イメージ」を利用）

バー表示
（「ナビゲーション：アプリバー」を利用）

星取り表
（「入力：レーティング」を利用）

大枠表示
（「レイアウト：ボックス」を利用）

画像表示
（「表示：イメージ」を利用）

固定文字列表示
（「表示：タイポグラフィー」を利用）
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APPENDIX
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画面開発基本解説（共通）
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開発画面について

アプリケーション

ワークフロー

アプリケーションの設定

すべての環境

データベース

ファイルマネージャー

ユーザー

 エディタ

 チュートリアル・アカウント機能 利用中の環境情報

チュートリアル

オンラインマニュアル

UIエディタ

WebPerformer-NXでは直感的な操作で開発機能の利用が可能です



11

画面デザインの基本

デスクトップ用エディタ モバイル用エディタ

デスクトップ、モバイル用がそれぞれ用意されており、エディタを利用してUIコンポーネントを配置し、画面をデザインします
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画面デザインの基本

UIコンポーネント

ドラックアンドドロップ
によるレイアウト定義

フレキシブルな
部品配置が可能

ガイド表示により
部品を容易に配置

プレビュー機能で
すぐにレイアウトを確認
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UI部品一覧（PC）
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業務シーンごとに応じたオブジェクトを用意：入力

UIコンポーネント：入力

テキスト入力 テキストエリア 数値入力 高精度数値 パスワード

検索フィールド コンボボックス

ラジオボタン ラジオボタングループ チェックボックス チェックボックスグループ

スイッチ レーティング スライダー

日付ピッカー 日時ピッカー

スプレッドシート
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業務シーンごとに応じたオブジェクトを用意：表示

タイポグラフィー

リッチテキスト

イメージ

イメージリスト

アバター

基本リスト 詳細リスト

マップ

UIコンポーネント：表示
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業務シーンごとに応じたオブジェクトを用意：ボタン：ナビゲーション

アプリバー

ブッシュボタン

アイコンボタン

リンク

パンくずリスト

ステッパー

ツリービュー タブ

UIコンポーネント：ボタン・ナビゲーション
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業務シーンごとに応じたオブジェクトを用意：レイアウト

ボックス

区切り線

UIコンポーネント：レイアウト
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業務シーンごとに応じたオブジェクトを用意：チャート

ラインチャート

バーチャート

エリアチャート

バイチャート

レーダーチャート

UIコンポーネント：チャート
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UI部品一覧（モバイル）
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モバイル向けオブジェクトを用意：入力

UIコンポーネント：入力
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モバイル向けオブジェクトを用意：ボタン

UIコンポーネント：ボタン

QRスキャナー
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モバイル向けオブジェクトを用意：表示

UIコンポーネント：表示
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モバイル向けオブジェクトを用意：ナビゲーション

UIコンポーネント：ナビゲーション
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モバイル向けアプリ開発：レイアウト

UIコンポーネント：レイアウト
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モバイル向けオブジェクトを用意：チャート

UIコンポーネント：チャート
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その他便利な機能
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その他便利な機能（CRUD生成機能）

Canvasコンポーネント上で右クリックメニューを開くと、『CRUDを生成する』機能を利用できます。
『CRUDを生成する』機能では、画面に配置されたコンポーネントを元にDBテーブルと
一覧UI画面、データ操作機能（データ作成・読み出し・更新・削除）を自動生成できます。

DB操作アクションの生成DBテーブルの生成 一覧UI画面の生成


